
Google Classroom と Suiteリンクでつながる授業へ

つながることで生み出す

新しい授業のかたち
Google Classroom をフル活用するための

新しい授業支援ツールが新登場！

※Suiteリンクは、教育機関向け製品「Suiteツール for Education」に含まれます。



Suiteリンク の特長

① Google Classroom から 直接起動

② 児童生徒に配信した課題を 出席番号順で一覧表示

③ ギャラリー表示で 課題の取り組みを 参照

④ 選択した児童生徒の課題だけを ピックアップして表示

⑤ Google ファイル形式※1 の課題は 全ページ参照可能

⑥ 児童生徒に共有リンクを配信して 他者参照が可能

⑦ 課題に書き込まれた 各自の回答内容 を取り出して　一覧表示※２

⑧ 課題に書き込まれた 各自の回答内容 を Google スプレッドシート™ に出力※２

※1 Google スライド™ 、Google ドキュメント™ 、スプレッドシート で作成された課題に対応

※2 一覧表示、およびスプレッドシートへの出力は、スライド、ドキュメントで作成された課題に対応



先生と児童生徒をつなぐ

児童生徒同士をつなぐ

教務とつなぐ
生成AIとつなぐ

Google Classroom と Suiteリンク で未来につながる新しい授業へ

✙

課題を出席番号順に表示 ギャラリー表示から選択して比較

ボタン一つで手軽かつ安全に他者参照

項目ごとに串刺しで一覧表示　　 スプレッドシートに出力

NotebookLM のソースとして活用

生成AIの効果的な利活用の促進

Classroom



● 児童生徒が入力した内容を項目ごとに取り出し、

一覧表示することが可能。
※ ドキュメント 、スライド、スプレッドシートの課題に対応

● 出席番号を付与した形でスプレッドシートに出力する

ことができるため、評価一覧やルーブリック評価にも

活用できます。　※ ドキュメント、スライドの課題に対応

先生と児童生徒をつなぐ

● 先生は Classroom で配信した課題を出席番号順に並び

替えて確認することが可能。

● 児童生徒の課題をギャラリー表示から選択して比較しなが

ら見ることが可能。

児童生徒同士をつなぐ

● 他の児童生徒の取り組みを比較して参照できる共有リンク

を配信することが可能。

● 授業中の他者参照に活用することで、個々の気づきを共有

しながら学びを深めることが可能。

● 閲覧権限で共有するため、他の児童生徒の課題を誤って編

集してしまうことを防ぎます。

教務とつなぐ生成AIとつなぐ

● 出力されたスプレッドシートを NotebookLM に

取り込むことで生成AIによる評価や考察、コメント

生成などさまざまな活用が行えます。

● スプレッドシートから直接 Gemini™ と連携するこ

とで全体的な分析や考察を行うことが可能。

✙

Google Classroom と Suiteリンク で未来につながる新しい授業へ

Classroom



児童生徒に配信した課題を出席番号順で
一覧表示することが可能。

配信した課題を出席番号順表示
先生と児童生徒をつなぐ

未提出

提出

提出済

Classroom で課題を配信 Classroom の「授業」タブから「課題」を

選択し、「Suiteリンク」ボタンを押すと起
動します。



ギャラリー表示から特定の児童生徒を選択して
取り組み状況を比較表示することが可能

ギャラリーから選択して比較表示

ギャラリー表示で児童生徒の課題を一覧表示



先生は　　　　　　　　　ボタンを押すだけ リンクをクリックすると
他の児童生徒の課題が
参照できます。

互いの取り組みを共有できる他者参照

▼Classroom のストリームに共有リンクのメッセージが届きます

児童生徒名を選んで他者の取り組
みを参照することが可能

閲覧権限のため、他の児童生徒の課題
を編集・誤削除する心配はありません

児童生徒同士をつなぐ



先生は授業のタイミングでボタンを押すだけ。

ICT活用に不慣れな先生でも「Suiteリンク」を使えばワンタッチで他者参照を行うことができます。

児童生徒側では Classroom のストリームで配信された共有リンクをクリックするだけで、他の児童生徒の課題を

参照することができます。閲覧権限で表示されるため、他の児童生徒が作ったものを誤って編集したり削除したりする

心配は一切ありません。

各自の Classroom のストリームに共有リンク
のメッセージが届きます

他者参照

協働学習
他の児童生徒の取り組みを参照することで
新たな気づきが得られます

児童生徒同士で意見交換し
ながら課題に取り組めます

協働学習で重視　安全＆手軽に他者参照

友達の取り組みを見て何か
気づいたことはあるかな？

児童生徒はリンクを
クリックするだけ。



課題に入力された内容を 項目ごとに一覧表示

スライド、ドキュメントの課題
の内容を抽出して一覧表示
することが可能。

児童生徒が入力した内容を項目ごとに一覧表示します

テキスト入力

各項目ごとに串刺しで全員の記述内容

が見られるので、個々の理解度や考え

方の違いが一目でわかります。

※ スライドのプレースホルダについては、
「参考資料：Suiteリンクで集計できる Google スライド教材の作り方」をご覧ください。

教務とつなぐ



MY JAPAN RESEARCH PROJECT

一覧表をスプレッドシートに出力

「スプレッドシートにエクスポート」ボタンを押すとスプレッドシート
に出力することが可能。

最初から表形式が設定
されているため、表操作
が簡単に行えます

出席番号を付与した形で出力されるため、
評価一覧としてまとめたり、ルーブリック評価
にも活用できます

※ エクスポート機能は、スライド、ドキュメントの課題に対応。



生成AIの利活用を促進 - NotebookLM

Suiteリンクで出力したスプレッドシートを NotebookLM の
ソースとして取り込むことで生成AIによるさまざまな利活用を
行うことが可能。

NotebookLM のインフォグラフィック機能を
使うとクラス全体の評価や考察を視覚的にまと
めることが可能。

学習指導要領もソースとして取り込む
ことができます。

生成AIとつなぐ



MY JAPAN RESEARCH PROJECT のコピー

スプレッドシートのAI関数でより効果的な利活用へ

※スプレッドシートのAI関数は学校や自治体で Google Workspace for Education Plus （有料ライセンス） などを契約してお
り、管理者によって Gemini が有効化されている場合に利用できます。

セルに対してプロンプトを
指定することができます

AI関数の活用イメージの例

 =AI(“学習の頑張りを褒める所見文
を100文字以内で作成して", A2)

 =AI("振り返りコメントから、この生
徒が特に成長したポイントを3点にま
とめて", D2:D30)

=AI("正解は『光の屈折』です。次の
生徒の回答が、意味として正解に近い
場合は『○』、不十分なら『△』、間違い
なら『×』と判定して。回答：" & F2)



Suiteリンクは スライドのテーマで設定したプレースホルダに入力された内容を項目ごとに集計するこ
とができます。

Suiteリンクで集計できるGoogle スライド教材の作り方 ①

プレースホルダとは?
テキストボックス

との違いは？

【定義と役割】

● スライドレイアウト上
の点線で囲まれた領
域。

● テキスト、画像、グラ
フなどを配置するため
の予約席のようなも
の。

● テーマやマスターに基
づき、一貫したデザイ
ンを維持する。

ここをクリックしてタイトルを入力

ここをクリックして テキストを入力

これがプレースホルダ

参考資料



[表示]　＞　[テーマ作成ツール]を選択。

この画面からプレースホルダの設定を行います。

Suiteリンクで集計できるGoogle スライド教材の作り方 ➁
参考資料



[テキストボックス]メニュー　＞　[本文のプレースホルダ]を選択。

① プレースホルダを置きた
い場所に移動します。

② 配置したプレースホルダを選択し
て、ツールバーから文字のフォントや
サイズを設定します。

もう一度、
[表示]＞「テーマ作成ツール」
を選択すると戻ります。

完成見本

通常の画面に戻す方法

プレースホルダに入力され
たテキストが集計対象とな
ります。

Suiteリンクで集計できるGoogle スライド教材の作り方 ③
参考資料



Google スライド、Google スプレッドシート、Google ドキュメント、Gemini、および関連するマークとロゴは、Google LLC の商標です。プレゼンテーションの内容は、
2026年3月現在のものであり開発中の機能やイメージ画像を含みます。詳しくはお問い合わせください。　

ゼッタリンクス株式会社

　スイートツールで検索

03-5615-3761

linx_sales@zetta.co.jp〒116-0013　東京都 荒川区西日暮里5-14-4 KYビル5階/6階

製品サイト

©Zetta Linx Inc.

よくあるご質問

※Suiteリンクは、教育機関向け製品「Suiteツール for Education」に含まれます。

https://vimeo.com/1096488816

製品紹介動画を公開中

https://vimeo.com/1096488816

